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C O N T E N T S
　■第４回しらはま文化と福祉の集い（白浜会場）

　■町県民税の年金からの引き落としが始まります

　■新型インフルエンザ対策について

　■白浜町国民健康保険被保険者のみなさまへ　

　■町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい／こんにちは町長です

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

ライフセービングカップ２００９
～国内唯一の国際大会が白良浜で開催されました～



広報しらはま１０月号　�

「
輝
き
と
や
す
ら
ぎ
と
交
流
の
ま
ち
白
浜
」

　

豊
か
で
明
る
い
文
化
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
す
べ
て
の
町
民
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
生
涯
学
習
の

必
要
性
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
で
「
と
も
に
学
び
」「
育
ち
あ
い
」「
と
も
に
支
え
合
う
」
輝
き
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
文
化
と
福
祉
の
香
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

し
ら
は
ま
（
白
浜
会
場
）

文
化
と
福
祉
の
集
い

10
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
）
開
催
！

第４回

 

◆
日
時　

10
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

 

◆
場
所　

総
合
体
育
館

 

式
典
・
記
念
講
演

 

◆
日
時　

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～

 

◆
場
所　

総
合
体
育
館

 
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
と
自
主
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
活
動

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

　

心
が
自
然
と
癒
さ
れ
る
大
正
琴

の
音
色
、
朗
々
と
詠
い
あ
げ
る
詩

吟
、
あ
で
や
か
に
彩
ら
れ
た
衣
装

と
音
楽
で
舞
台
を
常
夏
に
変
え
て

し
ま
う
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
衣
装
で
素

敵
な
踊
り
を
み
せ
て
く
れ
る
民
踊

　

今
年
度
は
、
式
典
・
記
念
講
演

を
土
曜
日
午
前
中
に
変
更
し
て
、

開
催
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
白
浜
町
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
よ
り
、
地
域
福
祉
の

増
進
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
や
個

人
等
に
表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
る
記
念
講
演

の
講
師
に
つ
い
て
は
、
折
込
チ
ラ

シ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
民
舞
）、
吹
奏
楽
サ
ー
ク
ル
（
白

浜
ぶ
ら
す
）
の
は
つ
ら
つ
と
し
た

演
奏
や
女
性
コ
ー
ラ
ス
（
コ
ー
ル

し
ら
ら
）
の
美
し
く
澄
ん
だ
歌
声

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

本
来
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と

し
て
開
催
し
て
い
る
公
民
館
の
サ

ー
ク
ル
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
町
内
外
で
の
行
事
や
発
表
会
へ

の
参
加
な
ど
、
積
極
的
な
活
動
を

し
て
い
る
方
々
で
す
。
ぜ
ひ
見
に

来
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
サ
ー

ク
ル
活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。



�　広報しらはま１０月号

 
◆
日
時　

10
月
25
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

 

◆
場
所　

白
浜
会
館
前
広
場
／
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
ほ
か

 

健
康
ま
つ
り

 

う
ま
い
も
の
店
・
手
づ
く
り
作
品
販
売

 

サ
ー
ク
ル
展
・
福
祉
展
・
盆
栽
展
示

 

保
・
幼
・
小
・
中
絵
画
展

　しらはま文化と福祉の集い（日置川会場）の開催は、１１月２１日（土）、２２日（日）
　です。【詳細は１１月号に掲載します。】

※行事日程・内容などは変更されることがありますが、ご了承ください。

　

白
浜
会
館
前
広
場
で
は
「
う
ま

い
も
の
店
」、「
手
づ
く
り
作
品
販
売

店
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
に
よ
り
出

店
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
健

康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
血
圧
測

定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

ほ
か
、す
こ
や
か
推
進
コ
ー
ナ
ー
、

母
子
保
健
推
進
員
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
白
浜
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
絵
本
な
ど

の
図
書
の
展
示
や
紙
芝
居
、
折
り
紙

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
場
各
所
で
は
、
消

防
体
験
や
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

 

◆
日
時　

10
月
24
日
（
土
）・
25
（
日
）
午
前
９
時
～

 

◆
場
所　

白
浜
会
館
／
総
合
体
育
館

　

白
浜
会
館
で
は
、
公
民
館
サ
ー

ク
ル
・
自
主
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
と
し
て
、
切
り
絵
や
書

道
、
押
し
絵
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
等

の
作
品
を
展
示
し
、
同
時
に
保
育

園
児
・
幼
稚
園
児
・
小
学
生
・
中

学
生
の
絵
画
も
展
示
し
ま
す
。

　

25
日
（
日
）
に
は
茶
道
サ
ー
ク

ル
が
、
お
茶
の
お
点
前
に
よ
る
抹

茶
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

総
合
体
育
館
に
お
い
て
は
、
各

ク
ラ
ブ
・
施
設
・
団
体
に
よ
る
心

あ
た
た
ま
る
作
品
の
展
示
「
福
祉

展
」
や
盆
栽
展
示
を
行
い
ま
す
。

　 会　　　場 催　　　事

10
月
24
日

【土】

総合体育館
大アリーナ

　町社会福祉協議会式典・表彰式       （9：30 ～ 10：20）

　記念講演　　　　　　　　　        （10：30 ～ 12：00）

　盆栽展示　　　　　　　　　         （9：00 ～ 17：00）

小アリーナ 　福祉展　　　　　　　　　　         （9：00 ～ 17：00）

白浜会館 ホール内
　サークル展　　　　　 　　　        （9：00 ～ 17：00）

　保・幼・小・中絵画展      　       （9：00 ～ 17：00）

10
月
25
日

【日】

総合体育館

大アリーナ
　サークル発表会 　　               （10：00 ～ 12：00） 

　盆栽展示 　　　　　               　（9：00 ～ 15：00）

小アリーナ 　福祉展　　　　　　　　　   　      （9：00 ～ 15：00）

ロビー 　交通安全コーナー　　               （9：00 ～ 15：00）

幼児室 　手づくりおもちゃ展示               （9：00 ～ 15：00）

白浜会館

ホール内
　サークル展　                       （9：00 ～ 15：00）

　保・幼・小・中絵画展               （9：00 ～ 15：00）

ロビー
　図書コーナー　　　　　　　        （10：00 ～ 15：00）

　茶席　　　　　　　                （10：30 ～ 14：00）

会館前テント
　うまいもの店　 　　　　　　    　 　（9：30 ～ 15：00）

　手づくり作品販売店                 （9：30 ～ 15：00）

青少年研修センター 　健康まつり　　　　　　　　 　      （9：30 ～ 17：00）

白浜会館前広場 　消防体験コーナー  （9：30 ～ 12：00・13：00 ～ 15：00）

白浜球場 　馬車体験コーナー  （9：30 ～ 12：00・13：30 ～ 15：00）

第４回　しらはま文化と福祉の集い （白浜会場） スケジュール



広報しらはま１０月号　�

町県民税の年金からの
　　　　引き落としが始まります

平成２１年１０月より

６５歳以上の公的年金受給

者で町県民税を納税されて

いる方へのお知らせです

　◆対象となる方　
　　　平成２１年４月１日現在で６５歳以上の年金受給者で町県民税の納税義務のある方
　　　ただし、以下の方は対象外
　　　※介護保険料が年金から引き落としされていない方
　　　※引き落とされる町県民税額が年金額を超える方
　◆引き落としされる税額
　　　公的年金等に係る所得額から算出した税額のみです。給与所得や事業所得などから　
　　　計算した町県民税額は引き落としされません。
　◆対象となる年金
　　　公的年金等全般
　　　ただし、傷害年金および遺族年金などの非課税の年金からは引き落としされません。
　◆天引きが中止となる場合
　　　白浜町外へ転出された場合や公的年金の支給停止などが発生した場合

　平成２１年１０月から、町県民税の公的年金からの天引きが始まります。
　該当される方には、６月に送付しました平成２１年度町民税・県民税納税通
知書の ｢公的年金からの特別徴収｣ 欄に税額が記載されているほか、同通知書
にパンフレットが同封されています。

平成 21 年

10 月から

これまで
市
区
町
村

年金保険者
（社会保険庁など） 年金受給者

金融機関などの窓口
役所、役場の窓口

年金の支給 町県民税納付

年金保険者
（社会保険庁など）

年金受給者
町県民税額を引
いた年金の支給

市
区
町
村

■お問い合わせ　役場税務課　課税係（℡ ４３－６５８４）

この制度は納税方法を変更するものであり、新たな税負担が生じるものではありません。
ご理解ご協力をよろしくお願いします。

町県民税を市区町村へ
直接納入



�　広報しらはま１０月号

感染をしない、させないために・・・
『咳エチケット』を守りましょう

○咳・くしゃみの際はティッシュなどで鼻と口を押さえ、他の人から顔をそむけましょう。
○鼻汁、痰などを含んだ使用済みティッシュはすぐにふた付きのゴミ箱に捨てましょう。

マスク

うがい

手洗い

☆熱、咳、くしゃみ等の症状のある人は、

　必ずマスクをつけましょう。

☆人混みではマスクをつけましょう。

☆水と石けんを使って流水でよく手を洗

　いましょう。

☆洗った後は、きれいな個人用のタオル

　でふきとりましょう。

☆帰宅後はうがいをしましょう。

～受診は検査や投薬など診療体制の整っている時間内に受診しましょう～

■お問い合わせ・ご相談

　○相談窓口（発熱相談センター）　℡２６ー７９３１

　　　田辺保健所【平日　午前９時００～午後５時４５分】

　○医療機関紹介窓口　℡（０７３）４２６ー１１９９

　　　（財）救急医療情報センター

　　　　【県内の医療機関の診療情報を２４時間体制で紹介しています。】　　

　○白浜町インフルエンザ対策本部　℡４３ー５５５５

　　　総務課防災対策室【平日　午前８時３０分～午後５時３０分】

発熱、咳、のどの痛みなどがあり、かかったかなと思ったら・・・・

　かかりつけ医などの医療機関を受診して下さい

○受診前に必ず電話連絡する。

○受診時はマスクを着用する。

○受診時はできる限り公共交通機関を使用せず、自家用車で行く。

新型インフルエンザ対策について



広報しらはま１０月号　�

コース・オプション コース内容 総費用額 国保負担額 自己負担額

　Ａコース 　基本検査 ２５, ５００円 １７, ８５０円 　７, ６５０円

　Ｂコース 　基本検査＋頭部ＭＲＩ ４５, ９００円 ３２, １３０円 １３, ７７０円

　Ｃコース 　基本検査＋肺がん検査 ４４, ９００円 ３１, ４３０円 １３, ４７０円

　　※希望者は、Ａ、Ｂ、Ｃコースに下記オプションを追加することができます。

　オプション（希望者） 　乳がん検査 ２, １００円 １, ４７０円 　　６３０円

　オプション（希望者） 　子宮がん検査 ２, １００円 １, ４７０円 　　６３０円

　オプション（希望者） 　骨密度測定 ３, ６００円 ２, ５２０円   １, ０８０円

　オプション（希望者） 　前立腺検査（男性のみ） １, ６００円 １, １２０円 　　４８０円

３割負担

　　 私たちの健康をおびやかす脳卒中や心臓病、糖尿病などの生活習慣病は、

　　 自覚症状がないままに進行することが多く、異常を確認するには毎年の健診が有効です。

 　　定期的な検診・ドックで、早期発見、早期治療に努めましょう。

◆人間ドック

　❖補助対象者❖　　白浜町国民健康保険に加入している２０歳以上７４歳以下の方
　　　　　　　　　　（後期高齢者医療制度に該当している方は除く。）

　❖自 己 負 担❖　　総費用額の３割（４０～７４歳の方は一部公費負担あり。）

　❖コース案内❖　　　　　　　　　　　

◆特定健康診査（個別医療機関健診）

　❖対 象 者❖　　白浜町国民健康保険に加入している４０歳以上７４歳以下の方
　❖自己負担額❖　　７００円
　■申し込み先　白浜町内の各医療機関　
　　※生活機能評価や胃がん・大腸がんの検査も同時に受けられます。（胃がん検査は一部の医療機関のみ）

　【基本検査の内容】
　　肥満度・尿検査・便検査・心電図・胸部Ｘ線・胃部造影（希望者は胃カメラ可）・
　　血液一般 血液生化学・腹部超音波・眼底検査・肺機能・内科診察
　■申し込み先　白浜はまゆう病院　人間ドック・健診センター（℡４３－７８７７）

ジェネリック医薬品をご存知ですか？
　医療機関で処方してもらうお薬には、「新薬（先発医薬品）」と同じ成分、効果でも価格の安い「ジェネリッ
ク医薬品（後発医薬品）」があります。新薬は開発に時間や費用が多くかかるため、特許期間が設けられて
います。ジェネリック医薬品は、その特許期間終了後に、厚生労働省の承認を受けて他のメーカーから製造
販売されるので、価格が安くなっています。
　ジェネリック医薬品のご使用には、医師の処方が必要ですので、かかりつけの医師、もしくは保険調剤薬
局に患者さまからご相談ください。（すべてのお薬にジェネリック医薬品があるとは限りません。また、治
療の内容等により、ジェネリック医薬品に変更できない場合があります。）
　「ジュネリック医薬品希望カード」を役場にご用意していますので、お申し出ください。

　■お問い合わせ　役場民生課　医療保険係（℡４３ー６５８５）

白浜町国民健康保険 被保険者のみなさまへ！
健診を受けて安心！受けて健康に！
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●町道中田線１号支線舗装補修工事

マンホールが飛び上がり、危険であった箇所を補修しました。

ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●町道上小森３号線補修工事

道路幅員の狭かった箇所を拡幅し、交通の安全

を確保しました。

●町道市鹿野学校前線転落防止柵設置工事

転落防止柵を設置

し、交通の安全を

確保しました。

●町道吉田線改良工事

長年の課題であっ

た排水路の整備を

行いました。

●町道椿海岸線舗装補修工事

舗装状態の悪かった箇所を補修しました。引続

き整備を行います。

●歩
ほ

く歩
ほ

くウォーキング開講式

白浜町在住の４０歳以上の方を対象とし、歩数

計を使ったウォーキング事業がスタートしまし

た。
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７５７人
　　　　　　（先月比　－　７人）

　　　　男　　１１，０８８人
　　　　　　（先月比　－１３人）

　　　　女　　１２，６６９人
　　　　　　（先月比　＋　６人）

　世帯数　　１１，０７３世帯
　　　　　　（先月比＋　２世帯）

※平成２１年９月１日現在

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
視
聴
に
か

か
る
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
（
生
活
保

護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世

帯
等
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
と

な
っ
て
い
る
世
帯
の
方
が
対
象
）
に
対

し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無

償
配
布
す
る
な
ど
の
支
援
を
、
本

年
10
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契

約
を
結
び
、
全
額
免
除
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身

で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン

テ
ナ
改
修
等
の
費
用
を
精
算
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
５
７
０
ー
０
３
３
８
４
０
）

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す

　　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
・
法
定
検

査
は
、
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
保
守
点
検（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
県
知

事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業

者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
と
は
、
浄
化
槽
の
正

常
な
機
能
を
維
持
し
、
異
常
や
故

障
な
ど
を
早
期
に
発
見
し
、
予
防

措
置
を
講
じ
る
点
検
で
す
。

◆
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）　

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
毎
年
１
回
以

有料広告募集中

上
、
町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
清
掃
と
は
、
浄
化
槽

内
に
生
じ
た
汚
泥
等
の
汲
み
取
り

や
各
装
置
、
付
属
機
器
類
の
洗
浄

お
よ
び
掃
除
等
を
行
い
ま
す
。

◆
法
定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
７
条

お
よ
び
第
11
条
）

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
県
知

事
が
指
定
し
た
社
団
法
人
和
歌
山

県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
や
清

掃
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
常
に
維
持
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に

行
う
水
質
検
査
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
℡
４
３
ー
６
５
８
６
）

第
43
回
町
民
体
育
大
会

　　

10
月
４
日
（
日
）、
町
内
各
地

で
16
種
目
の
競
技
が
同
時
に
行
わ

れ
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で

い
る
方
々
が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
す
。

◆
総
合
開
会
式

　

10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～　

白
浜
球
場
に
て

　
（
雨
天
の
場
合
は
総
合
体
育
館
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係

（
℡
４
３
ー
５
８
３
０
）

有料広告募集中



�　広報しらはま１０月号

２０１１年（平成２３年７月２４日）
までに、すべての地上テレビ
放送は、アナログ
からデジタルへ変
わります。

和
歌
山
県
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
医
療
の
お
知
ら
せ

　

重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医
療

の
対
象
と
な
る
の
は
、
次
に
該
当

す
る
、
本
人
、
配
偶
者
や
扶
養
義

務
者
が
所
得
な
ど
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
方
で
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

所
持
者 

◆
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
所
持
者

（
た
だ
し
、住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
） 

◆
療
育
手
帳
の
Ａ
所
持
者 

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
施
行
令
別

表
第
３
の
１
級
程
度
の
方 

（
た
だ
し
、
所
得
制
限
あ
り
）

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
や
、

児
童
福
祉
施
設
措
置
費
の
対
象
に
な

っ
て
い
る
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
で
新
た
に
身
障
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
基
準
を
満
た
し

て
も
、
こ
の
制
度
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、
既
に
受
給
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
支
給
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
で
す

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
町
へ
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
時
に
は
、
健
康
保
険
証
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

医
療
を
受
け
る
と
き

○
和
歌
山
県
内
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合

　

医
療
機
関
の
窓
口
へ
、
重
度
心

身
障
害
児
（
者
）
医
療
受
給
者
証

と
健
康
保
険
証
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
は
、

町
へ
請
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
人

の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
和
歌
山
県
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合

１
．
医
療
機
関
の
窓
口
へ
、
健
康

保
険
証
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

２
．
保
険
診
療
、
保
険
外
診
療
に

か
か
わ
ら
ず
自
己
負
担
分
を
支
払

い
、
保
険
診
療
額
が
確
認
で
き
る

領
収
書
な
ど
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。 

３
．
役
場
民
生
課
医
療
保
険
係
窓

口
へ
、
領
収
書
、
受
給
者
証
、
印

鑑
を
持
参
し
、
支
給
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
額
を
審
査
し
、

後
日
決
定
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
は
医
療
機
関
へ
の

支
払
日
か
ら
１
年
以
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。
１
年
を
過
ぎ
る
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

医
療
保
険
係

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
５
）

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成

21
年
度
版
）
に
関
す
る
お
知
ら

せ
　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成

21
年
度
版
）
は
、
生
年
月
日
が
平

成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
の
住
民
基
本
台
帳
、
外
国
人

登
録
原
票
上
の
世
帯
主
に
対
し

て
、
対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
当

た
り
３
万
６
千
円
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

申
請
の
受
付
開
始
は
、
12
月
中

旬
以
降
と
な
り
、
別
に
ご
案
内
し

ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち

下
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
ご
事
情
で
、
ど
う

し
て
も
今
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
に
住
民
登
録
で
き
な
い
Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
方

◆
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成

21
年
度
版
）
の
事
前
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
事
前
申
請
期
間
は
、

10
月
１
日
か
ら
10
月
30
日
ま
で
で

す
。
今
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
へ

「
事
前
申
請
書
」
を
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

◆
「
事
前
申
請
書
」
に
は
、
次
の

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類
（
対
象
と
な
る
子

ど
も
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。）

・
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
発
行
す
る
証
明
書

・
婦
人
相
談
所
の
発
行
す
る
証
明

書・
保
護
命
令
決
定
書
の
謄
本
ま
た

は
正
本

・
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

◆
「
事
前
申
請
書
」
に
基
づ
き
、

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
市
区
町

村
へ
連
絡
し
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当
（
平
成
21
年
度
版
）
の
支
給

対
象
者
を
世
帯
主
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
被

害
者
の
方
へ
変
更
し
ま
す
。

◆
「
事
前
申
請
書
」
に
記
入
さ
れ

た
今
お
住
ま
い
の
住
所
等
の
情
報

は
、
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
市

区
町
村
へ
は
知
ら
せ
ま
せ
ん
。

◆
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成

21
年
度
版
）
は
、
事
前
申
請
書
を

提
出
し
た
市
区
町
村
で
は
な
く
、

住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
区
町

村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
の

時
期
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
区
町
村

で
異
な
り
ま
す
。

◎
10
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
事
前

申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
は
、
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
市
区
町
村
へ
郵
送
に
よ
り

申
請
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

事
前
申
請
書
と
同
じ
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。（
世
帯
主
か
ら
の
申

請
が
受
け
付
け
ら
れ
る
前
に
申
請
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

幼
児
対
策
室　

（
℡
４
３
ー
６
５
９
４
）



広報しらはま１０月号　10

お知らせ INFORMATION

出
産
育
児
一
時
金
の
お
知
ら
せ

　

10
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
る

方
か
ら
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支

給
額
と
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

①
今
ま
で
の
38
万
円
か
ら
４
万
円

引
き
上
げ
、42
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
す
る

病
院
な
ど
に
お
い
て
出
産
し
た
場
合

に
限
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
は

39
万
円
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

②
医
療
機
関
な
ど
へ
の
直
接
支
払

い
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

か
か
っ
た
出
産
費
用
に
出
産
育

児
一
時
金
を
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
原
則
と
し
て
保
険
者
か

ら
出
産
育
児
一
時
金
が
医
療
機
関

な
ど
に
直
接
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

に
な
り
ま
す
。

※
出
産
費
用
が
42
万
円
を
こ
え
る
場

合
は
、
そ
の
差
額
分
を
医
療
機
関
な

ど
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
42
万
円
未
満
の
場

合
は
、
そ
の
差
額
分

を
加
入
し
て
い
る
保

険
者
に
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課　

医
療
保
険
係

（
℡
４
３
ー
６
５
８
５
）

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間

｢

い
の
ち
へ
の

　
　

優
し
さ
と
お
も
い
や
り｣

　

臓
器
移
植
は
、
県
民
の
皆
さ
ま

か
ら
善
意
の
臓
器
提
供
が
あ
っ
て

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
あ
な
た
の

意
思
で
助
か
る
い
の
ち
が
あ
り
ま

す
。
意
思
表
示
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル

に
ご
自
身
の
意
思
を
表
示
し
て
携

帯
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
・
シ
ー
ル
は
役

場
や
保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
難
病
・
感
染
症
対
策
課

（
℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
６
４
０
）

10
月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

｢

守
り
た
い
、
瞳
の
健
康
。｣

　

目
が
疲
れ
る
、
目
が
か
す
む
、
も

の
が
よ
く
見
え
な
い
、
目
が
充
血
す

る
、
視
野
の
一
部
が
見
え
な
い
、
目

の
中
に
虫
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る

等
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
重
要
で
す
。

　
「
目
の
愛
護
デ
ー
」
を
機
会
に

目
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人
が

角
膜
移
植
を
受
け
て
視
力
が
回
復

で
き
る
よ
う
に
「
愛
と
健
康
の
贈

り
も
の
」
と
し
て
死
後
の
献
眼
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
和
歌
山
県
角
膜
・

腎
臓
移
植
推
進
協
会

（
℡
０
７
３
ー
４
２
４
ー
７
１
３
０
）

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報

や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職
業
の

相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

◆
10
月
5
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
10
月
15
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部

　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
産
業
課

（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

10
月
19
日
～
25
日
は
、

行
政
相
談
週
間
で
す

　
「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
総
務

省
が
推
進
し
て
い
る
制
度
で
、
皆

さ
ま
か
ら
役
所
や
特
殊
法
人
な
ど

の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
の
受
け
付
け
、
公
平
・
中
立

な
第
三
者
的
立
場
か
ら
関
係
機
関

に
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
そ

の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

国
民
の
声
を
行
政
運
営
の
改
善
に

役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
省
で
は
、
皆
さ
ま
の
身
近

な
相
談
役
と
し
て
、
公
平
・
中
立

な
立
場
に
あ
る
民
間
の
方
を
「
行

政
相
談
委
員
」
と
し
て
委
嘱
し
、

相
談
者
に
直
接
助
言
し
た
り
関
係

機
関
に
対
し
通
知
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

白
浜
町
を
担
当
す
る
行
政
相
談

委
員
は
、
七な

な

瀧た
き

恵け
い

子こ

さ
ん
（
白
浜

地
域
）・
川か

わ

野の

眞ま
さ

夫お

さ
ん
（
日
置

川
地
域
）
で
す
。

　

10
月
は
次
の
日
程
で
行
政
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
10
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

◆
10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◆
10
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

　
定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

本
部
事
務
所（
十
九
渕
）

◆
10
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
合
同
相
談
で
す
。
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お知らせ INFORMATION

白浜町農業委員会委員が決まりました
　　　　　　

　　任期満了に伴う白浜町農業委員会委員の改選が行われ、選挙による委員２０名、農業協同組合、農業共済
　組合、土地改良区の各団体から１名ずつ推薦された３名および町議会から推薦された４名の合計２７名の委
　員が選出されました。任期は、平成２１年９月から平成２４年８月までの３年間で、農業委員会等に関する　
　法律に定められた農地行政の執行をはじめ、優良農地の確保等地域の農業振興に寄与するため、農業者の代　
　表として活動して行きます。
　　
　　白浜町農業委員会委員をご紹介します。（敬称略・５０音順・年齢は１０月１日現在）
　
　市川　博　　　安居　　（66 歳）選挙　　　　　　　　鈴木　まり子　十九渕　（61 歳）議会推薦
　上野　啓司　　田野井　（58 歳）選挙　　　　　　　　寒川　敏行　　湯崎　　（64 歳）議会推薦　
　榎本　忠晴　　椿　　　（64 歳）選挙　　　　　　　○瀧川　洋　　　塩野　　（66 歳）選挙　
　大平　秀雄　　才野　　（58 歳）選挙　　　　　　　　田中　英二　　大古　　（67 歳）議会推薦　　
　尾﨑　達人　　安宅　　（54 歳）議会推薦　　　　　　玉置　文男　　堅田　　（66 歳）選挙
　尾﨑　義治　　口ヶ谷　（64 歳）選挙　　　　　　　　津田　哲　　　才野　　（59 歳）農業協同組合推薦
　笠松　佐敏　　才野　　（68 歳）農業共済組合推薦　　徳田　勤　　　日置　　（59 歳）選挙
　柏木　道美　　富田　　（75 歳）選挙　　　　　　　　新田　喜久　　富田　　（61 歳）選挙
　鴨居　徹　　　才野　　（60 歳）選挙　　　　　　　　原　　正　　　堅田　　（65 歳）選挙
　栗栖　一　　　栄　　　（51 歳）選挙　　　　　　　◎撫養　里彦　　平　　　（70 歳）選挙
　小塚　晴保　　栄　　　（70 歳）土地改良区推薦　　　森山　晃年　　保呂　　（69 歳）選挙
　坂本　弘志　　庄川　　（74 歳）選挙　　　　　　　　山本　孝一　　中　　  （48 歳）選挙
　清水　幸八　　市鹿野　（74 歳）選挙　　　　　　　　山本　正子　　富田　　（74 歳）選挙
　鈴木　隆文　　内ノ川　（61 歳）選挙　　　　　　　　◎ 会長　○会長職務代理者　

全
国
地
域
安
全
運
動
実
施
中
!!

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　

安
心
の
街
～

◆
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
の

防
止　

　

子
ど
も
と
女
性
を
犯
罪
の
被
害

か
ら
守
る
た
め
、
地
域
が
一
つ
と

な
っ
て
見
守
り
、
安
全
・
安
心
な

地
域
社
会
の
実
現
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

不
審
者
（
声
か
け
・
つ
き
ま
と

い
な
ど
）・
不
審
車
両
を
見
聞
き

し
た
場
合
は
、
白
浜
警
察
署
へ
通

報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪

の
防
止

　

空
き
巣
被
害
な
ど
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、「
時
間
の
長
短
に
か
か

わ
ら
ず
、
出
掛
け
る
際
は
必
ず
鍵

を
掛
け
ま
し
ょ
う
」「
防
犯
設
備

（
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
・
※
Ｃ
Ｐ
錠
）

の
活
用
」
な
ど
、
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
に
く
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

※
Ｃ
Ｐ
錠
…
侵
入
攻
撃
の
試
験
に
５

分
以
上
耐
え
た
錠
。

◆
自
転
車
盗
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の

被
害
防
止

　

県
内
の
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
イ

の
盗
難
は
、
全
刑
法
犯
の
約
４
分

の
１
を
占
め
る
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
盗
難
被
害
の
約

７
割
が
小
・
中
・
高
校
生
で
、
盗

難
に
遭
っ
た
自
転
車
の
約
７
割
が

無
施
錠
の
現
状
で
す
。

　

盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め
、
そ
し

て
盗
難
事
件
が
発
生
し
に
く
い
環

境
づ
く
り
の
た
め
に
、「
自
転
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
の
施
錠
の
徹
底
」
を

お
願
い
し
ま
す
。

　◆振り込め詐欺の被害防止

　　振り込め詐欺に騙されないためのキャッチフレーズ　

　①架 空 請 求…登録料　身辺調査　それは詐欺！
　②オ レ オ レ 詐 欺…暗証番号　教えてください　それは詐欺！
　　　　　　　　　　キャッシュカード　預かります　それは詐欺！
　③融資保証金詐欺…保証金　先に払え　それは詐欺！
　④還 付 金 等 詐 欺…ＡＴＭ機で　還付手続き　それは詐欺！

■
お
問
い
合
わ
せ

　

白
浜
警
察
署

（
℡
４
３
ー
０
１
１
０
）
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　８月１日～２日、第５４回全国高等学校日本拳法選手権大会が
長野県松本市で開催され、白浜町堅田出身の江

え

口
ぐち

昌
しょう

吾
ご

さんが男子
個人競技で見事優勝されまし
た。江口さんは、４歳の頃か
ら日本拳法をはじめ、中学校
卒業後、日本拳法が盛んな大
阪の高校へ進学されました。
　現在、高校２年生で、今後
の更なる活躍が期待されま
す！！　

堅田出身　江口さんが見事優勝！！
～第５４回 全国高等学校日本拳法選手権大会～

　９月１３日、白良浜でインターナショナルライフセービングカップ２００９が開催されました。
　本大会は、国内で唯一の国際大会で、世界５カ国、６チームが参加し、
ボードレスキューやボードレース、ビーチフラッグスなど様々な競技を
競い合いました。
　世界各地で人々を水難事故から守るため、日々鍛え上げられた肉体に
よる選手の皆さんの競技に、会場は熱気に包まれました。
　１２日には、オーシャンサーフチャレンジｉｎ白浜２００９が開催さ
れ、全国から１１チーム・男女計１２３人が出場し、技術や持久力を競
い合いました。

インターナショナルライフセービングカップ２００９

　白浜町環境保全協議会（１５１団体）が主催する海や川の一斉清掃が
８月２９日、白浜町全域で行われました。
　海岸では風水害で漂着した多量の流木処理とごみ拾い、河川では草刈
りとごみ拾いを行い、約２，５００人の参加者により、２０トン余りの
ゴミを回収することができました。

海や川の一斉清掃

富田サッカースポーツ少年団から４人が韓国遠征

～日韓青少年夏季スポーツ交流事業（サッカー）～

　８月１６日～２２日にかけて、韓国との青少年夏季スポーツ交流事業で、富田サッカースポーツ少年団から
楠
くす

本
もと

大
だい

致
ち

くん、楠
くす

本
もと

泰
たい

史
し

くん、大
おお

谷
たに

和
かず

輝
き

くん、硲
はざま

ミヒャエルくんの４人が韓国を訪問し、親善試合を行いました。

【参加した４人の感想】
　８月１６日から一週間、韓国遠征に行ってきました。
　練習試合は勝ちましたが、公式試合では、残り１０秒のところ
で点を入れられ、負けてしまい、悔しかったです。交流会では、
白浜町のパンフレットやバッチを渡すことができ、韓国語で書か
れていたパンフレットは、とても喜んでもらえました。韓国の友
達もたくさんできました。また、サッカーだけではなく、韓国の
歴史の勉強や文化体験も経験しました。この経験を生かし、これ
からも色んなことにチャレンジしていきたいと思います。
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こんにちは！町長です
　
　めっきり涼しくなってまいりました。お元気でお
過ごしのことと存じます。
　さて、少子高齢化問題や地球環境の問題、グロー
バル化が進み国内における製造業の８割が海外に流
出してしまったことなどによる雇用問題など、今日
ほど難しい課題の山積みされた時代はなかったよう
に思います。
　こうした中、白浜町では町の経済と雇用を守るた
め、積極的な取り組みを進めています。
　現在推進中の事業としては、「消防庁舎の建設」「平
間地区における町営住宅の建設」「日置小学校体育館
の建設」「湯崎漁湾の整備事業」その他、県営事業で
は「大浦交差点改良事業」「浜通りから湯崎地区に向
けての道路拡幅事業」「堅田八幡神社前歩道整備事
業」などですが、さらに近く「椿温泉公衆浴場建設」

「市江地区橋かけ替工事」「免の内橋かけ替工事」「清
水団地解体撤去工事」「富田地区防災タワーの建設」

「町内全小・中学校における地デジ用テレビの買替え
事業」その他、各地区で用排水の整備改修事業など、
たくさんの事業の推進を予定しています。
　また、田辺市～すさみ町間の高速道路の建設作業
が進んでおり、町としてもこれに関連する工事用道
路建設の手続きを進めるなど、きわめて多忙な状況
となっています。
　引き続いて、来年度に向けて小・中学校の耐震診
断を進めるとともに、その結果により建て替えや補
強工事に取り組んでいくことになります。その他に
も幼児園舎の建築や水道事業の推進、住民生活を守
り向上させるため、たくさんの保健福祉事業の推進
に取り組んでいかなければならないと考えています。
　町民の皆さまのご理解とご支援をお願いいたします。

　９月４日、町長が町内の１００歳以上の方のお宅や福祉
施設を訪問し、ご長寿をお祝いしました。
　また、９月９日には白浜会館で７０歳以上の方々を招待
して敬老会が盛大に開催されました。アトラクションでは、
安居大正琴サークルの大正琴や、湯崎保育園児のダンス、
婦人会の方々の踊りを楽しみました。最後に登場した桂文
福一座の腹話術や漫談では、会場が大きな笑いに包まれま
した。
　９月１現在、町内の１００歳以上の方は２５人、最高齢
者の方は１０５歳です。

ご長寿おめでとうございます
～敬老訪問・敬老会～

正木君枝さん（１００歳）
「長寿の秘訣は、つらい思い出よりもいい
思い出ばかり話すこと」

橋本行雄さん（１００歳）
「この地に住んで１００年。漁網の修繕など
をして、体を動かしています」

【湯崎保育園児のフリフリロックンロールフラッグ】
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健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

献
血
・
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

　

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
、

毎
年
６
，
０
０
０
人
の
方
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　

善
意
の
ド
ナ
ー
の
方
か
ら
提
供

し
て
い
た
だ
い
た
健
康
な
骨
髄
液

を
白
血
病
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
移

植
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
多
く

の
方
の
命
が
助
か
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
献
血
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
で
、
ド
ナ
ー
登
録
に
必

要
な
血
液
（
２
cc
）
を
献
血
と
同

時
に
採
血
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
日
時
…
10
月
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
／

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所
…
白
浜
会
館
前

（
白
浜
文
化
と
福
祉
の
集
い
会
場
）

※
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方
は
、
18
歳

以
上
54
歳
以
下
で
、
体
重
が
男
性
45

㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以
上
の
健
康
な

方
。

※
ド
ナ
ー
登
録
の
み
ご
希
望
の
方
は
、

田
辺
保
健
所
の
登
録
窓
口
に
て
お
願

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

胸部健診
【白浜・富田地域】

１０月１日 ～ ６日
 胸部レントゲン検診車が白浜・富田地域の各地区を巡回します。
 対象：19 歳以上の方。詳しい日程などについては、新聞折り込みチラシでお
　　　 知らせします。（65 歳以上の方には、個人通知しています。）

歩
ほ

く歩
ほ

く白浜

ウォーキング
１０月　９日（金）  10：00 ～  日置海岸

 事前にお申し込みいただいている方  
 に、詳細内容等を個人通知します。

ファミリークラス
１１月　８日（日）

※次回３月７日
 13：00 ～ 13：10  中央保健センター

 妊婦さんと育児に関わるお父さんや  
 家族の方も一緒にご参加ください。

10
月
の
予
定

い
し
ま
す
。（
第
２
・
第
４
水
曜
日
／

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

田
辺
保
健
所
総
務
健
康
安
全
課

（
℡
２
６
ー
７
９
３
３
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

◆
対　

象　

①
65
歳
以
上
の
方　
（
予
防
接
種
に

必
要
な
書
類
を
個
人
に
郵
送
し
ま
す
）

②
60
～
64
歳
ま
で
の
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
ま
た
は
免
疫
の
機
能
障
害

を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
）
で
、
医
師
が
必
要
と
判

断
し
た
方

◆
期　

間　

　

平
成
21
年
10
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
１
月
31
日

◆
接
種
回
数　

１
回

◆
自
己
負
担
額　

１
，
０
０
０
円

　
（
生
活
保
護
世
帯
対
象
者
は
免
除
）

　

詳
し
く
は
、
役
場
民
生
課
健
康
増

進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
で
。



1�　広報しらはま１０月号

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

１０月　８日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 18 年 3 月生

１０月１３日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 3 月生

１０月１４日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 19 年 3 月生

１０月２０日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 11 月生

１０月２７日（火） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 ４か月・１０か月・１歳６か月・
 ３歳６か月児健診
 ( 日置川地域 )
 平成 21 年 5・6 月生
 平成 20 年 1・2・3・11・12 月生
 平成 18 年 3・4・5 月生

１０月２９日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診

（白浜地域）平成 21 年 6 月生

予防接種

１０月　７日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

 ポリオ予防接種

１０月　９日（金） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

１０月１５日（木） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館

１０月１６日（金） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館

１０月１９日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター

１０月２８日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
１０月　５日（月）
※次回１１月２日

19：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場 毎週月曜日
※ 12 日は 13 日に振り替え

 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター
 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日

（10/4・11/1）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
 区に設定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 １０月　７日（水） 10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応
 じますのでお気軽にお越しください。

10
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

平成 20 年度　募金実績額　　　３，２４４，５６０円

募金箱の設置等
20,536 円

和歌山県共同募金会

平成 21 年度　市町村に配分され、地域の福祉活動に！

県内の福祉施設・団体へ 白浜町社会福祉協議会へ
白浜町では・・・

去年集めた募金が
今年使われるんだね！

施設団体名 配分額

　日置川みどり園 410,000 円

あすか作業所日置川分場いきいき作業所 1,590,000 円

　堅田東町内会自主防災会議 100,000 円

　栄防災会 100,000 円

　西越町内会防災会 80,000 円

　細野地区防災会 100,000 円

　社会福祉法人堅田保育園 100,000 円

　特定非営利活動法人たけのこ 100,000 円

 福祉施設の設置・拡充・補修・備品等の整備に

 福祉施設で修繕など緊急に復旧が必要な施設・備品の整備に

 安心安全なまちづくり～地域の災害予防対策の支援に～

戸別募金
2,706,849 円

法人（事業所）募金
375,000 円

職域募金
4,096 円

街頭募金
74,345 円

学校募金
63,734 円

2,039,560 円

ボランティア活動
支援助成事業

200,000 円
(10% )

敬老会
552,560 円

(27% )

青少年健全育成事業
50,000 円

(2% )

福祉教育支援
助成事業

305,000 円
(15% )

社協情報誌等作
成事業

307,000 円
(15% ) 「愛の日の贈り物」

事業
500,000 円

(25% )

社協会長杯
ふれあいゲート

ボール大会
24,000 円

(1% )

ふれあいの場
発表会

90,000 円
(4% )

障がい者海水浴
11,000 円

(1% )

　去る 8月 26 日に白良浜

海水浴場にて開催しました。

ライフセーバーやボランティアの

サポートにより、安全で楽しく海水浴ができました。

　海水浴の後はホテルのご協力で温泉浴も楽しみました。

障がい者海水浴
～チャレンジド海水浴～

10 月 1 日より町内各地で募金活動が展開されます。来年度の地域福祉活動が
より充実するように皆さまのご協力よろしくお願いします。

　



1�　広報しらはま１０月号
※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

10/5 弁 護 士 本部事務所

10/13 人　　権 本部事務所

10/19 司法書士 本部事務所

10/26 一　　般 青少年研修センター

11/2 弁 護 士 青少年研修センター

11/9 人　　権 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

10/2 弁 護 士 み　ま　い　荘

10/7 一　　般 高齢者生活福祉センター 

10/14 一　　般 川添山村活性化支援センター

10/21 人　　権 高齢者生活福祉センター 

10/28 一　　般 み　ま　い　荘

11/6 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

　
　

堅　

田　
　
　

谷 

口　

紗
也
子 

様

　
　
　

中　
　
　
　

名 

郷　

芳 

子　

様

　
　
　

城　
　
　
　

寺 

田　
　

稔　

 

様

　
　

日　

置　
　
　

廣 

井　

幹 

也　

様

　
　

中　

嶋　
　
　

下　
　

 　

敦　

 

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
8
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

～
あ
な
た
の
1
本
が
募
金
に
つ
な
が
る
～

　
　
　
　

自
販
機
型
募
金　
　

　　

社
協
白
浜
本
部
事
務
所
前
に
設
置
し
た
自

動
販
売
機
で
は
、
購
入
額
の
6
％
が
赤
い
羽

根
共
同
募
金
に
募
金
さ
れ
ま
す
。
募
金
額
が

減
少
し
て
い
る
中
、
新
た
な
募
金
の
形
と
し

て
、
募
金
の
機
会
が
増
え
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　第４回社協会長杯

 ふれあいゲートボール大会
　　　　　　　　　　9 月２日（水）に町内 10 チー
　　　　　　　　　ムの参加による本大会を開催しま
　　　　　　　　　した。
　　　　　　　　　　ゲートボールを通して、和気あい
　　　　　　　　　あいと試合を楽しみながら、日頃
　　　　　　　　　の成果を発揮していただき、地区
　　　　　　　　　を越えたふれあいの場を持ってい

ただきました。優勝は『福寿会』でした。
　今大会は天候に恵まれ、晴天のなかでの大会とな
りました。ただ、気温が非常に高く体調面での心配
もありましたが、そこ　　　　　　　　　　　　　
は参加者の皆さんの日
ごろの練習の成果、暑
さをものともせず熱の
入ったプレーを見せて
いただきました。

【優勝 : 福寿会チーム】

お得な商品盛りだくさん！　

　福祉バザー開催

　日置川地区では、３つの文化祭などの会場で福祉
バザーを開催します。
　10 月中旬ごろよりバザーで販売する品物を募集
します。ご家庭で未使用の不用品等がありましたら、
ご提供をお願いします。
　なお、古着や使用済みの品物は、再販が困難なた
め、ご遠慮させていただいております。
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
☆第 24回しら浜ふれあい文化祭

【場　所】　白浜町立住民交流センター（安宅）
【開催日】　11 月 1 日（日）
☆第 24回川添まつり

【場　所】　川添山村活性化支援センター周辺
【開催日】　11 月 15 日（日）
☆第 4回しらはま文化と福祉の集い日置川会場

【場　所】　日置川拠点公民館
【開催日】　11 月 22 日（日）
★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
書
こ
う
会
】

　
『
安あ

居ご

の
暗あ

ん

渠き
ょ

』（
場
所　

日
置
川
安
居
地
区
）

　

江
戸
時
代
後
期
、
日
置
川
の
中

流
安
居
村
の
人
々
は
、
目
前
に
豊

か
な
水
が
あ
り
な
が
ら
川
底
が
低

い
た
め
に
、
村
の
田
に
水
を
引
く

こ
と
が
出
来
な
い
で
い
た
。

　

安
居
村
庄
屋
鈴す

ず

き木
七し

ち

え

も

ん

右
衛
門

重し
げ
あ
き秋
は
、
安
居
の
田
に
水
を
引
く

に
は
、
遠
く
離
れ
た
金
毘
羅
山
麓

に
暗
渠
を
く
り
抜
き
、
灌か

ん
が
い漑

用
水

路
を
作
る
し
か
な
い
と
考
え
、
村

人
に
協
力
を
求
め
た
。

　

寛
政
十
年
（
一
七
九
九
）
幕
府

の
許
可
が
下
り
、全
長
二
十
町（
約

二
キ
ロ
）
の
工
事
が
始
ま
る
。

　

し
か
し
岩
盤
が
予
想
以
上
に
固

く
、
工
事
は
遅
れ
、
費
用
は
嵩
み
、

つ
い
に
村
の
準
備
金
は
底
を
つ
い

た
。
重
秋
は
私
財
を
投
じ
、
更
に

借
財
も
重
ね
た
が
工
費
は
不
足

し
、
死
罪
を
覚
悟
で
年
貢
米
を
無

断
拝
借
し
て
工
費
に
あ
て
た
。

　

や
が
て
工
事
完
成
の
目
途
が
立

っ
た
と
き
、重
秋
は
覚
悟
を
決
め
、

工
事
の
遅
延
と
年
貢
米
拝
借
の
罪

を
認
め
て
紀
州
藩
に
自
首
し
た
。

第
十
代
藩
主
徳と

く

川が
わ

治は
る

寶と
み

は
、
村

の
た
め
藩
の
た
め
、
己
を
捨
て
た

行
為
は
立
派
で
あ
る
と
し
て
、
金

銀
を
与
え
て
工
事
進
捗
を
励
ま
し

た
。

　

着
工
か
ら
七
年
後
の
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
水
路
は
完
成
し
、

現
在
に
至
る
今
も
、
脈
々
と
水
を

送
り
続
け
て
い
る
。

【『
鈴
木
七
右
衛
門
重
秋
の
安
居
の

暗
渠
』
記
念
頒
布
の
お
知
ら
せ
】

右
記
冊
子
（
三
十
七
頁
）
を
頒
布

し
て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

中
央
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
後
日
郵
送
い
た
し
ま
す
。

（
郵
送
料
は
、
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。）

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト　

各
地
で
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
分
館
活
動

「
お
口
と
健
康
の
話
」
～
白
浜
老
人
大
学
８
月
例
会
～

　

中
央
公
民
館
の
各
分
館
で
は
、

毎
年
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
行
事
を
企

画
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
夏
も
い
く
つ
か
の
分
館
で
、

夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

☆
瀬
戸
・
白
浜
分
館
（
共
催
）

　
「
ち
び
っ
こ
夏
祭
り
」

☆
湯
崎
分
館

　
「
湯
崎
夏
祭
り
」

☆
堅
田
分
館

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
」

☆
南
白
浜
分
館

　
「
盆
踊
り
大
会
」

　
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

☆
北
富
田
分
館

　
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」

☆
富
田
分
館

　
「
盆
踊
り
大
会
」

☆
椿
分
館

　
「
盆
踊
り
大
会
」

　

各
分
館
と
も
趣
向
を
凝
ら
し
た

出
し
物
や
屋
台
を
用
意
し
て
祭
り

を
盛
り
上
げ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

白
浜
老
人
大
学
は
８
月
21
日
、

初
山
歯
科
医
院
の
初は

つ
や
ま山
昌し

ょ
う
へ
い平
先

生
を
講
師
に
、「
お
口
と
健
康
の
話
」

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
登
場
し
た
の
が

「
８
０
２
０
」
と
い
う
数
字
。「
ハ

チ
・
マ
ル
・
ニ
イ
・
マ
ル
」
と
読

み
、
“

80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
保
と
う
”
と
い

う
「
８
０
２
０
運
動
」
は
、
平
成

元
年
か
ら
厚
生
省
と
日
本
歯
科
医

師
会
が
提
唱
し
、
現
在
も
そ
の
運

動
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
８
０
２
０
」
な

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、

智ち

歯し

（
親
知
ら
ず
）
を
除
く
28
本

の
歯
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
20
本

以
上
自
分
の
歯
が
あ
れ
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
食
物
を
噛
み
く
だ
く
こ
と

が
で
き
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る

と
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
“
高
齢

に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯

を
保
ち
ま
し
ょ
う
”
と
い
う
の

が
運
動
の
主
旨
だ
そ
う
で
す
。　

　

最
近
で
は
、
田
辺
・
西
牟
婁
地

方
に
お
い
て
、
95
歳
で
25
本
が
自

分
の
歯
と
い
う
こ
と
で
、
表
彰
を

う
け
ら
れ
た
方
も
い
る
と
か
…
。

　

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

調
査
に
お
い
て
、
自
分
の
歯
が
多

い
人
ほ
ど
、
糖
尿
病
、
循
環
器
系

疾
患
、
認
知
症
の
発
症
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
、
１
ヵ
月
当
た
り
の

医
療
費
が
歯
科
だ
け
で
な
く
、
医

科
に
つ
い
て
も
低
い
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　

口
腔
機
能
の
低
下
は
、
栄
養
状

態
を
悪
化
さ
せ
、
し
っ
か
り
噛
め

な
い
た
め
に
嚥え

ん

下げ

障
害
の
原
因
に

も
な
り
、
栄
養
状
態
の
悪
化
は
運

動
機
能
・
内
蔵
機
能
の
低
下
に
繋

が
り
ま
す
…
と
悪
循
環
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
！

　
「
口
腔
機
能
の
向
上
は
、
介
護

予
防
の
要
。
本
人
が
自
覚
し
、
早

期
に
対
処
を
。」
と
、
先
生
は
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

〈
優　

勝
〉　

小
山
・
垣
本
ペ
ア

〈
準
優
勝
〉　

木
下
・
山
本
ペ
ア

〈
第
３
位
〉　

浦
・
井
上
ペ
ア

　

皆
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し

た
。

日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

日
置
川
地
域
体
育
振
興
協
議
会

で
は
、
毎
年
恒
例
の
盆
体
育
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

盆
に
帰
省
し
て
き
た
久
し
ぶ
り

に
出
会
う
仲
間
と
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
、
近
況
を
報
告
し
た
り
し
な

が
ら
、
楽
し
く
か
つ
真
剣
に
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〈
優   

勝
〉　 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
天

〈
準
優
勝
〉　

松
原

〈
第
３
位
〉　

ガ
チ
レ
ン
ジ
ャ
ー
！

◎
野
球
大
会

〈
優　

勝
〉  

Ｈ
Ｙ

〈
準
優
勝
〉  

大
古
・
矢
田
・
塩
野

　
　

盆
体
育
行
事
の
結
果

【
主
催
・
日
置
川
地
域
体
育
振
興
協
議
会
】

　『熊野古道大辺路
　　　　リレーウォーク第２弾』

　【世界遺産登録５周年記念事業】　

 日　程：平成２１年１０月３１日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【コース】

◆集 合 場 所：安居の渡し場跡（午前９時より受付）　　　　　  安居の渡し場跡→桂松跡→仏坂茶屋跡　
◆駐 車 場：安居の渡し場跡河川敷　　　　　　　　　　　　→入谷不動尊→地主神社→周参見王子

◆出 発 時 間：午前９時３０分　　　　　　　　　　　　　　　神社→すさみ海水浴場

◆申 込 開 始：１０月８日（木）午前９時～　　　　　　　　　　　約９．５㎞ （約４時間３０分）　
　　　　　　　　※日曜日はお休みです。　　　　　　　　　　　小雨決行、 荒天時 （大雨、 暴風警報等）

◆申 込 み 先：日置川拠点公民館（℡５２－２６６０）　　　　　は中止

　　　　　　　　※必ず電話にてお申し込みください。
　　　　　　　　※氏名・年齢・性別・住所・電話番号・
                                集合場所までの交通手段（自家用車またはＪＲ）
　　　　　　　　　をお申し出ください。
◆定 員：先着１００人
◆応募等について：⑴ 健康で体力に自信のある方。（小学生以下は保護者同伴）
　　　　　　　　⑵ 定員になり次第、受付は終了いたします。
　　　　　　　　⑶ 集合場所までの交通費は参加者の負担となります。
　　　　　　　　⑷ 昼食は各自ご用意ください。
　　　　　　　　⑸ ゴール地点からスタート地点まではバスを配車します。

～語り部と歩く仏坂～
☆参加者募集☆

▲バドミントン大会　優勝ペア ▲野球大会　優勝チーム

▲バレーボール大会　優勝チーム
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「チャレンジキッズ・サマーキャンプ２００９」

～今年も市鹿野へ行ってきました～

　８月２３日、白浜町地域活動連絡協議会主催で、毎年

恒例になった「サマーキャンプ」を市鹿野で開催し、今

年は親子で参加のもと、プールあそびやバーベキューな

どを楽しみました。

　午後からは、地

元のおばあさんた

ちとの交流会があ

り、ペタンクをし

ていっしょに遊ん

でもらい、その後、

市鹿野の名産品「川添茶」で炊いた茶がゆ（おかいさん）

をみんなでいただきました。「おいしい！おばあちゃん、

おかわりちょうだい！！」と、元気よく言う声が何度も

聞こえてきて、とてもおいしいと、親にも子どもにも大

好評でした。

 子ども囲碁教室　参加者募集！！
　
　白と黒の小さな石を使ってあそぶ“囲碁”。ルールを

覚えれば、大人になってからも生涯の趣味になると言わ

れている、飽きることのないゲームです。

　なにも分からなくても大丈

夫！先生がていねいに教えて

くれます。興味のある方、ぜ

ひ一度見に来てください。

☆日　　時　　毎週土曜日　午後１時３０分～３時頃
☆場　　所　　白浜町立児童館　和室
☆対　　象　　幼児～中学生

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　＝思わず夢中になりました＝

　１０月２７日（火）から始まる第

６３回『読書週間』（１１月９日（月）

まで）の標語です。

　また、１０月２７日は、『文字・

活字文化の日』です。

 「時間を忘れて読んでしまった」

そんな経験はありませんか。きっと

楽しい時間だったに違いありません。図書館では、みな

さんの楽しい時間が増えるよういろんな本をそろえてお

待ちしています。

第４回“しらはま文化と福祉の集い”

図書コーナー　　

　　１０月２５日（日）午前１０時～午後３時まで
　　白浜会館ロビーにて
　 　図書の展示、おはなし、絵本の

　 　読み聞かせや折紙などをします。

　 　ぜひ、お立ち寄りください。

１０月の行事
　

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　１０月３日・１０日・１７日・２４日・３１日
　☆巡回図書

　　１０月１４日（水）　北富田小学校
　☆臨時休館

　　１０月２５日（日）　本館、富田分室は臨時休館（室）
　　します。
　☆しらはま子どもの本の会例会

　　１０月１５日（木）午前１０時～　本館
　　テキスト　“ わたしの好きなかがくの本 ”
　　「かがくのとも」「ちいさなかがくのとも」など
　　※テキストは本館においてあります。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

わがやのスター

【白浜町中　在住】

 北
きた

本
もと

　真
ま

凜
りん

 ちゃん　（平成１８年１月２７日生）

 　　　
（パパ・ママ メッセージ）

　　　　これからも元気に

　　　　　　　　　大きくなってね☆

　

父　浩太都さん・母　佳代子さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

か
ら
す
う
り
俳
句
会

　

遠
き
日
の
思
い
に
ふ
け
し
夜
長
か
な　

祥さ
ち

子こ

　

か
た
と
鳴
る
裏
戸
の
ひ
び
き
風
は
秋　

喜き

代よ

子こ

　

葭よ
し

簀ず

た
て
陰
に
お
ち
つ
く
小
盆
栽　
　

き
み
子

　

名
も
知
ら
ぬ
草
花
庭
に
増
え
て
夏　
　

幸さ
ち

子こ

　

ま
ど
ろ
み
を
誘
ふ
雨
音
盆
疲
れ　
　
　

尹い

久く

子こ

　

豪
農
の
な
ご
り
を
門
に
乱
れ
萩　
　
　

捷か
つ

子こ

　

浜
風
に
逆
ら
ひ
あ
き
つ
群
を
な
し　
　

江え

津つ

子こ

　

風
向
き
の
変
る
刻
あ
り
夏
座
敷　
　
　

鈴す
ず

枝え

　

さ
や
け
し
や
の
ぼ
り
き
っ
た
る
百
の
磴と

う　

弘ひ
ろ

子こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
居
俳
句
会

　

余
生
と
は
人
を
恋
ふ
こ
と
花
芒　
　
　

み
き
ゑ

　

地
酒
汲
み
お
疲
れ
さ
ん
と
月
を
見
る　

琴こ
と

柱じ

　

秋
さ
ぶ
の
山
家
の
背
戸
や
猿
の
鳴
く　

勢せ

津つ

　

寄
り
添
ふ
て
風
の
ま
ま
な
り
秋
桜　
　

久ひ
さ

枝え

　

病わ
く

葉ら
ば

も
山
の
賑
い
崖
の
櫨　
　
　
　
　

金き
ん

次じ

郎ろ
う

　

小
糠
雨
紅
葉
近
き
山
に
佇
つ　
　
　
　

汐し
お

美み

市
鹿
野
若
草
会

　

車
椅
子
押
さ
れ
る
母
の
終
戦
日　
　
　

み
ち
子

　

八
方
に
山
あ
る
郷
の
涼す

ず

夜よ

か
な　
　
　

貞さ
だ

美み　

　

草
の
葉
に
命
短
し
蝉
の
殻　
　
　
　
　

ク
ス

　

さ
ん
ま
焼
く
裏
へ
七
輪
持
ち
出
し
て　

昭あ
き

代よ

　

山
路
ゆ
く
小
さ
な
秋
を
拾
い
つ
つ　
　

い
志し

子こ

　

檜ひ

扇お
う
ぎに

揚
羽
舞
い
降
る
神
の
庭　
　
　

桂け
い

子こ

　

日
焼
け
せ
し
農
夫
の
腕
の
黒
光
る　
　

サ
ダ
子

　

鉄
橋
に
電
車
を
止
め
て
は
た
た
神　
　

富ふ

美み

代よ

　

勅
語
聞
く
様
に
頭
を
垂
れ
稲い

ね

稔み
の
る
　
　
　

京
き
ょ
う

子こ

　

夫
の
魂
迎
ふ
と
き
め
き
あ
り
に
け
り　

み
き
枝え

　

子
等
の
声
失
せ
た
る
小
川
晩
夏
か
な　

量か
ず

子こ

※
９
月
号
掲
載
の
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
再
掲
し
ま
す
。

山
蕗
句
会

　

八
月
の
空
遙
け
し
や
術
後
の
朝　
　
　

流
り
ゅ
う
こ
う行
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２
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和
歌
山
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西
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婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～「ぴかいち」めざして合言葉は「あごすきよ」～

　本校児童の挨拶は「ぴかいち」だと地域の方からお
ほめいただくことがよくあります。挨拶以外でもたく
さんの「ぴかいち」を持てるようにと、今年は『挨拶
をしよう』『ご飯をしっかり食べよう』『すすんで ( 勉
強 ･ 運動 ･ お手伝い ･ 良いことを ) しよう』『きれい
な心を持とう、きれいな学校にしよう』『余裕を持っ
て行動しよう』の５つ
の目標の最初の字をつ
なげた『あごすきよ』
という合言葉を子ども
たちに伝えています。
日々の活動の中で折に
触れ、この合言葉を使

っています。例えば、作業を指示したときに気乗りの
しない雰囲気であれば、すかさず ｢あごすきよのす｣
と大きな声で言います。するとすぐに ｢進んでする !｣
と反応し、よい表情で作業に取り掛かることができて
います。集合が遅いときには「あごすきよのよ」です。
このように日常の指導をタイミングや方法を工夫する
ことで、子どもたちの心への届き方がずいぶん違うよ
うに思います。
　今、子どもたちは ｢三舞太鼓｣ の方々のご協力のも
と、和太鼓の練習に真剣に取り組んでいます。本校は
その他にもさまざまな場面で地域の方々からご協力ご
支援をいただいています。それらのご期待に応えるべ
く、たくさんの ｢ぴかいち｣ を持った子どもの育成を
目指して根気強い取り組みを続けています。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

安居小学校
（白浜町安居：児童数２３人）

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

リバーサイドマラソン

第１９回　南紀日置川

リバーサイドマラソン

招待選手に、この夏世界陸上ベルリン大会出場の 早狩
実紀 選手を迎え、日置小学校をメイン会場に、秋に彩
られた日置川沿いを走るハーフマラソンを含む５部門
１９種目で開催します。
参加賞にＴシャツやリヴァージュ・スパひきがわの入浴
券なども用意しています。ぜひご参加下さい！！
◆申込締切：１０月９日（金）
◆参 加 費：３，０００円
　※２種目参加は４，０００円

　※ファミリー・バンビは２人で３，０００円

　
※町内の方は参加費半額

２００９. １１. ８（ＳＵＮ）　会場：白浜町立日置小学校グラウンド

　■お申し込み・お問い合わせ　南紀日置川リバーサイドマラソン大会実行委員会大会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　日置川教育事務所内（℡５２ー２４４５／ Fax ５２ー４１２９）

ボランティアスタッフ・イベント広場出店　募集中！

早狩実紀選手


